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もよく会った。 Setterfieldも Holtも飲み助で、酔うと大声で好き勝手なことを言う傾向があ
る。とくに Holtは夫婦揃って(夫人はイタリ一系米国人)愉快な連中だ、ったが、酔うとすぐ話
しが pnvacyをおかす内容になるので応対に困ることが多かった。こうして、夜遅くまで大騒
ぎをしたのち、下船して宿舎に帰るもの、 2次会で飲み直すもの、それぞれが好きなようにして
いた。第3日は、私は学会はさぼってWinnipegの市内をぶらぶらしたのち、そのまま Ottawa
に帰った。
Lund大学で 1961年に聞かれたスカンジナピア植物生理学会にくらべると、カナダの学会は
excurslOnやパーティー、夜会ははるかに少なかったが、学会の内容自体は、少なくともオーキ
シンや細胞生理に関する限り、あまり活発とは思えなかった。
生物学のいちじるしい進歩は、たとえば、植物生理学という古くからの定義にとらわれず、
他の分野との交流によって、というより境界領域でおこなわれる、といえるだろう。ヨーロッ
パのようなピラミッド型の集団では、こういう意味から生物学の進歩は困難な条件にあるだろ
う。このことから、ヨーロッパではいま、分子生物学機構が具体化されつつあるそうである。
カナダの場合、 NRCという総合的な基礎研究機関があるから、大いに期待できるかもしれない。
しかし、各分野の人達が充分に協力しているとは言えないようで、たとえば、 NRCの Cell
Biologyの人達は植物生理学会に入っていない。私は米国は見ていないので、米国では生物学の
基礎研究がどうなっているか、植物生理学が他の分野とどう協力して、どのような方向に向か
っているかは、具体的には知らない。しかし、何人かの植物生理学者達の業績をみると、少な
くともこの人達の研究は規模が大きく、将来の発展の可能性を感じさせる。これは、 1つには米
国における基礎研究の機構と学会のありかたによるのだろう。日本では一体、生物学は、そし
て植物生理学はどの方向に進んでいるのだろう、と考えながら私は帰国した。(植物生理 5: 26 
-31、1965)
「第7回国際植物生長調整物質会議j
1934年オランダの Koglらが天然オーキシンであるインドール酢酸の存在をっきとめて以来
35年間の植物ホルモンに関する研究の進歩は著しい。実はこれより早くわが国の研究者によっ
て発見されたジベレリン、戦後発見されたサイトカイニン、アブシジン酸、それに古くから果
実の成熟に働くことによって知られていたエチレンなどの植物ホルモンによって、植物の生長、
分化の調節が行われていることがしだいに認識されはじめた。
過去の国際植物生長調整物質会議 (InternationalConference on Plant Growth Substances) 
において発表された論文の内容と数は、植物ホルモンに関する研究の歴史の一面をよく物語っ
ているようにみえる。正式に第 1回会議として開催されたのは 1949年米国 Wisconsin大学に
おいてF.Skoogの主宰によるものである。この会議の中心課題はオーキシン作用に関するもの
ばかりで、発表された論文数は 39編にすぎなかった。記録によると、この分野の事実上の第 1
回会議はすでに 1937年にParisで聞かれており、会長はデンマークのP.Boysen -J ensenであ
ったという。この会議において発表された論文は“Etudeset recherches sur la phytohormones 
(1938)という本として発行されている O 正式に第 1回会議とされている Wisconsin会議およ
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びその後の会議(第 2回の Lundを除き)において発表された論文もモノグラフにまとめられ
て発行されている。
このようにして、3-4年ごとにこの会議は以下に示すように世界各国において聞かれており、
第7回会議が昨年12月7日から 11日までの問、オーストラリアの首都Canberra市 Australian
Academy of Sciences会議場において聞かれた。
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これら会議の記録をふり返ってみると、第5回会議までは、発表された論文数はそれぞれ数10
編にすぎないが、第6回 Ottawa会議においてはじめて 100編を越し、出席者数も 200名を越
えた。これは、はじめにのべたように、オーキシン以外の植物ホルモンの研究が著しく進み、
それぞれのホルモンのみならず、それらとオーキシンとの相互作用に関する研究が多くなされ
はじめたことによっている。会議の規模が大きくなったもう 1つの要因は、植物ホルモンの研
究が植物の個体や細胞の水準における生理的なものだけでなく、ホルモンの第 1次作用を細胞
下あるいは分子の水準において理解しようとする研究がふえたことである。この傾向は Ottawa
会議において著しかったが、 Canberra会議においても前回と同様な会議の性格が持ち越され、
発表論文数は 100を越えた。
sessionは2つに分けられ、 1つは主として生理作用あるいは作用機作に関し、他は代謝、分
離、同定、などの化学に関するものであったが、筆者は主として前者に出席した。第 1日午前
の話題は「細胞生長および細胞壁Jであり、オーキシンによる細胞の伸長生長誘導機構におけ
る細胞膨圧 (P.Green)や、細胞壁力学的性質の細胞生長における意義 (Y.Masuda)を物理
的に取り扱う試みが示された。さらに細胞生長におけるタンパク質の役割 (R.Cleland)が論議
された。コーヒープレイクの後、細胞生長に関与する酵素および最近ふたたび注目されている
原形質透過性に対するホルモン作用が論議された (D.J. Osborne， B. B. Stowe， A. Wood)。第1
日午後は「オーキシンによる早い細胞生長の誘導におけるタンパク質合成の役割」が論議され
たが(R.Cleland， M. H. Zenkら)、このとき、すでに細胞に存在するタンパク質のプールがオ
ーキシンの第 1次作用と関連しているという考えがR.Clelandによって示された。第2日午前
は「ホルモンの作用機作(核酸)Jが主題で、 J.H. Cherry， D. Klambtの発表に続き八巻敏雄
(東大)がオーキシンが転移 RNAにとりこまれることを示したO 午後はジベレリンの作用機
作がとりあげられ、特に細胞伸長および細胞分裂のジベレリンによるコントロール、核酸合成
90 
の意義がD.Adamson， H. Adamsonらによって論じられた。第3日午前第 1部では「ホルモン
の作用機作(タンパク質)Jの sesslOnにおいて、アイソザイムパターンに対するオーキシンの
働きを代行する RNAの意義がA.Galstonによって論議されたのち、神阪盛一郎(大阪市大)
がキクイモ塊茎組織のオーキシンによる吸水生長に対する 3'、5' -cyclic AMPの働きがジベ
レリンと同様であることを述べた。第2部では「阻害ホルモンJがとり上げられ、 F.T. Addicott， 
S. T. C. Wrightに続き岡本敏彦(東大)がヒガンバナ (Lycorisradiata) に存在する阻害物質
lycoricidinolに関する発表を行った。また session Bはこの日、「ホルモン作用機作(生体高
分子との結合)Jがテーマとなり、オーキシンが特定のタンパク質分子と結合し、ときにはアロ
ステリックエフェクターとして働く可能性がM.Venis. 1. V. Sar恒sSlanらによって示された。
第4日、 sessionBでは「屈性」が中心テーマとなり、 J.Shen -Miller、L.Reinholdが話題を
提供した。特に Shen
に形態的変化がおこる事実を示し注呂された O 午後は「ホルモンの作用機作(サイトカイニン)J
のsesslOnで、 J.E. Fox. D. C. Elliottらにより、サイトカイニンの細胞内活性型などが論じら
れた。第 5日sessionA はすべて「ジベレリンによるオオムギ種子の a・アミラーゼ合成」の問
題に取り組み、 L.Paleg， G. Chandra，加藤次郎(大阪府大)、 D.J. Carrらが話題を提供した。
このほか、第 1日と第 5日に田村三郎(東大)が Plasmodiophoraによって誘起されるハクサ
イのこぶ病をひきおこすオーキシンでない生長制御物質、および媛性エンドウに存在する阻害
ホルモンについて報告を行った。また第 4日には高橋信孝(東大)がユウガオの新しいジベレ
リンについて、村上浩(農技研)がイネの変異種によるジベレリン生合成の遺伝子支配につい
て発表した。また富田豊雄(農技研)は種子成熟過程に対するヌクレオチドの影響について論
文を提出した。
Ottawa市カールトン大学における前回会議には地理的な便にもより多数のアメリカからの参
会者があり、会議参加者は約 300名であった。これに対し今回は合計 175名の参加者のうち、
オーストラリア国内参加者が半数を占め、米国からのそれは 40名にも満たなかった。このため
会議の雰囲気は前回と今回で著しく異なり、特に比較的参加者が少なかったことが討論とお互
いの交流がスムーズに行われた原因となった。
会議の内容で注目されたことは、植物ホルモン特にオーキシンの作用機作についてのべると、
従来その actionsequenceが混乱していたものが、細胞、分子の水準などにおいてかなり整理
されてきたことであろう。その第 1次作用においてオーキシンはタンパク質などの生体高分子
と何らかの相互作用をもち、まず早い細胞生長がおこったのち、さらに新しい核酸、タンパク
質の合成を刺激して継続的な生長を進行させると考えられよう。今後はその働きがさらに詳細
に検討されるべきであろう。また、オーキシンによる細胞内小器官の変化、組織による生長反
応性の違いなどに関する知見は、特に生長を生理的に理解するために今後ますます重要な意義
をもつであろう。植物の生長分化の過程を制御しているものは単に既知のホルモン類だけでな
く、未知の制御物質が重要な働きをしていることがしだいに明かにされてきた。新しい生理活
性物質の分離、同定に関する研究のレベルの高さについては特にわが国は定評があり、東大グ
ループの業績は高く評価されている。
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今回の会議において、その運営上特にしるしておきたいことがある。第2日のbusinesssession 
において次回(第 8回)会議が日本で開催されることが正式に承認され、東大田村三郎教授が
日本側を代表して日本開催についての抱負と決意を表明された。また、第 9回は英国あるいは
チェコスロパキアが候補国として考慮されることになった。ついで、議長からの動議で、この
会議は各国廻り持ちで、特にこれを主催する国際的な母体機関を持たなかったため、主催国は
運営上あるいは経済的にいろいろな不便を経験してきた。この動議が多数の支持によって承認
されたことは、日本開催に先立ちわれわれにとって時宜を得た成果であった。母体機関は
International Plant Grwoth Substances Associationと名付けられ、役員が指名された
(President: K. V. Thimann， Secretary: D. J. Car・r，Advisory Committee: L. G. Palege， Y. 
Masuda， R.L. Wain， A. W. Galston， M. H. Zenk)。
今回の会議が開催された Canber・rra市はオーストラリアの首都である人工都市で、広々とし
て人口、交通も少なく、参加者のほとんどは会場近くのBruceHall (オーストラリア国立大学
学生寮)で宿泊、食事をしたため、時間とエネルギーを会議に集中することができた。次回会
議において、今回と同じように、あるいはそれ以上に参加者たちが会議を有意義に過ごすには、
主催者側であるわれわれがどのように準備すればよいか、今後2年半の重大な課題である。 (1蛋
白質、核酸、酵素」共立出版， 16: 242-243、1971)
「第1回国際植物生理学連合 (IAPP)会議に出席して」
1959年に各国の植物生理学会の連合体として正式に発足したIAPPの第 1回会議は、昨1974
年9月24-28日の問、西ドイツ、ババリアの古都Wurzburgにおいて聞かれた。第 1回会議
を開く計画は早くから立てられており、開催候補地として東ドイツ、オーストリー、西ドイツ、
そしてアメリカと転々とあげられたが、いずれも不首尾に終った。そこで、 IAPP執行部はこ
の2年来、遅くとも 1974年には第 1回会議を開こうと決意し、結局、 Wurzburg大学植物学
教室の W.Simonis教授の協力を得て、今回の第 1回会議が聞かれるに至った。筆者は、日本
植物生理学会代表のcoucilmemberとして第1回会議に出席し、ワークショップの1っと council
meetingに参加した。
IAPPの第 1回会議は、 1882年に創立されたドイツ植物学会の年次大会と併立して開催され
たので、会場にあてられた Wurzburg大学の Landwehr新学舎は大変賑わった。 IAPP会議
の参加者数は 20ヶ国 165名(主なところでは、西ドイツ 67名、アメリカ 17名、フランス 15
名、イギリス 9名、オランダ 7名)であったが、ドイツ植物学会大会の参加者数は約 600名で
あった。このため、 IAPP会議の公用語は英語であったにもかかわらず、会場ロビーなどで耳
に入ったのは主としてドイツ語で、 IAPPがドイツ植物学会に間借りしているような印象がな
きにしもあらずであった。しかし、地元の Simonis教授ら組織委員や IAPP執行部(会長:ス
エーデンのH.Burst凶m，副会長:オランダのA.Quispel，事務局長:スイスのP.E. Pilet)の
努力によって、会議はよく準備されていた。また、ほとんど連日のように各種のエンターテイ
ンメントやエクスカーションが用意されており、参会者一同、一週間の会期を楽しんだD
9月23日午後から、美しいバロック風の王宮"Residenz"で登録、午後 7時から非公式のタ
